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臨
時
会
・
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

　９月定例会は８月２９日～９月２７日までの３０日間開催され、報告５件、条例４件、一般９件、予算５件、　９月定例会は８月２９日～９月２７日までの３０日間開催され、報告５件、条例４件、一般９件、予算５件、
決算９件、諮問１件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。決算９件、諮問１件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。

９月定例会で決まった主なこと
　　　〇決算認定

　9会計の歳出　総額386億 3,470万円。
〇一般会計補正予算（第６・７号）
　2億 2,994万4千円追加し、総額271億 6,081万6千円に。
〇契約の締結　千倉中学校校庭整備工事
　㈱大兼工務店が１億７，７６３万９千円で落札。
〇契約の締結　総合加工施設建設事業
　（建築工事）東海建設（株）が６億７，９８０万円で落札。
　（電気設備工事）幸洋電設（株）が１億５,９３９万円で落札。
　（機械設備工事）安房住宅（株）が１億8,799万円で落札。
〇財産の取得　総合加工施設建設事業（厨房機器購入）
　タニコー（株）千葉営業所が１億６，２８０万円で落札。
〇財産の取得（中継施設建設事業用地）
　検儀谷区の７筆１，１５９２．３７㎡を３,０７１万９,７７９円で取得する。
〇南房総市と鋸南町のし尿浄化槽汚泥処理事務委託・鋸南地区環境衛生組合規約一部改正の協議
　来年から鋸南町のし尿や浄化槽汚泥の処理を南房総市水処理センターで行う。
　組合規約からし尿処理を削除する。
〇三芳畜産環境保全施設の設置管理条例の一部改正
　指定管理期間を１０年から５年に変更。
〇放課後児童健全育成事業の設備運営基準条例の一部改正
　国交付金の支給条件に合わせて、放課後児童支援員とみなせる研修修了予定者の条件を変える。
〇一般職給与条例・企業職員の給与基準条例の一部改正
　職員の防疫手当について名称と金額を変更。
　特定新型インフルエンザ等対策で派遣された職員への派遣手当等を定める。
〇令和４年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分
　１，０９３万６，６０６円を令和5年度の自己資本金へ組み入れ。
〇介護保険特別会計補正予算（第１号）
　国への返還金など２億２，２２９万１千円追加。
〇国保病院事業会計補正予算（第２号）
　検体検査委託料７９２万円、浄化槽ブロワー交換１，２７０万２千円増額。
〇水道事業会計補正予算（第２号）
　白浜浄水場の取水ポンプ２台中１台を交換するため、４９９万４千円増額。
〇人権擁護委員の推薦
　千倉地区の小池正志氏を推薦。

令和４年度　主な会計別決算
会　計　名 歳　　　入 歳　　　　出

一 般 会 計 260 億 9,927 万 4,699 円 240 億 6,948 万 8,097 円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 55 億 3,014 万 6,022 円 53 億 486 万 5,663 円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7 億 1,826 万 2,933 円 7 億 1,592 万 6,033 円
介 護 保 険 特 別 会 計 58 億 3,253 万 7,917 円 56 億 334 万 4,222 円
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9 月定例会提出議案等議決結果
議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 52 号 南房総市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決　　
賛 成 多 数　　

議案第 53 号 南房総市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 54 号 南房総市三芳畜産環境保全施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 55 号 南房総市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 56 号 財産の取得について（中継施設建設事業用地） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 57 号 令和４年度南房総市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 58 号 南房総市と鋸南町のし尿及び浄化槽汚泥の処理の事務委託に関する協議について 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 59 号 鋸南地区環境衛生組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 60 号 令和５年度南房総市一般会計補正予算（第６号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 61 号 令和５年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 62 号 令和５年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 63 号 令和５年度南房総市水道事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

認定第１号 令和４年度南房総市一般会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定　　
賛 成 多 数　　

認定第２号 令和４年度南房総市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
全 会 一 致

認定第３号 令和４年度南房総市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定　　
賛 成 多 数　

認定第４号 令和４年度南房総市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定　　
全 会 一 致　　

認定第５号 令和４年度南房総市滝田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定　　
全 会 一 致　　

認定第６号 令和４年度南房総市北三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定　　
全 会 一 致　　

認定第７号 令和４年度南房総市南三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定　　
全 会 一 致　　

認定第８号 令和４年度南房総市国保病院事業会計決算の認定について 認 　 　 定　　
全 会 一 致　　

認定第９号 令和４年度南房総市水道事業会計決算の認定について 認 　 　 定　　
全 会 一 致　　

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 任　　
全 会 一 致　　

議案第 64 号 契約の締結について（南房総市立千倉中学校校庭整備工事） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　

議案第 65 号 契約の締結について（南房総市総合加工施設建設事業（建築工事）） 原 案 可 決　　
賛 成 多 数　　

議案第 66 号 契約の締結について（南房総市総合加工施設建設事業（電気設備工事）） 原 案 可 決　　
賛 成 多 数　　

議案第 67 号 契約の締結について（南房総市総合加工施設建設事業（機械設備工事）） 原 案 可 決　　
賛 成 多 数　　

議案第 68 号 財産の取得について（南房総市総合加工施設建設事業（厨房機器購入）） 原 案 可 決　　
賛 成 多 数　　

議案第 69 号 令和５年度南房総市一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決　　
全 会 一 致　　
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議案ごとの賛否
小
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司
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清

議案第５２号 南房総市一般職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議

長

認定第１号 令和４年度南房総市一般会計歳入歳
出決算の認定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

認定第３号 令和４年度南房総市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第６５号 契約の締結について（南房総市総合
加工施設建設事業（建築工事）） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第６６号 契約の締結について（南房総市総合
加工施設建設事業（電気設備工事）） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第６７号 契約の締結について（南房総市総合
加工施設建設事業（機械設備工事）） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第６８号 財産の取得について（南房総市総合
加工施設建設事業（厨房機器購入）） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議員名
議案名

　（賛否が分かれた議案のみ掲載）〇：賛成　×：反対　
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決
算
審
査

令和４年度決算を認定令和４年度決算を認定

９会計歳出９会計歳出 総額 386億 3,470総額 386億 3,470万円万円
　

９
月
13
日
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

議
長
と
監
査
委
員
を
除
く

委
員
で
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計
決
算

◇�
移
住
・
定
住
推
進
事
業

１
０
３
９
万
４
千
円

問　
相
談
と
移
住
の
実
績

は
。

企
画
財
政
課
長　

昨
年
10
月

に
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
雇
用
さ
れ
た

会
計
年
度
任
用
職
員
が
受

け
た
相
談
は
１
１
０
件
。

そ
の
前
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
移
住
対
応
し

た
の
が
34
組
で
、
64
人
が

移
住
。
そ
の
他
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
が
40
組
で
13
人
が

移
住
し
た
。

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
活
用
し
た

情
報
発
信
と
は
、
具
体
的

に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
。

企
画
財
政
課
長　

令
和
４
年

３
月
16
日
に
「
七
色
の
自

然
に
暮
ら
す
」
と
い
う
移

住
サ
イ
ト
を
開
設
。
令
和

５
年
３
月
末
ま
で
に
５
万

件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス

ビ
ュ
ー
が
あ
っ
た
。

◇
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

４
億
７
４
６
０
万
８
千
円

問　

件
数
は
何
件
か
、
返

礼
品
の
率
は
何
％
か
。

企
画
財
政
課
長　

企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
11
件
を
含
む

と
２
万
４
４
５
２
件
で
４

億
５
０
８
９
万
円
の
寄
附

が
あ
っ
た
。
寄
付
額
に
対

す
る
返
礼
品
の
率
は
27
・

１
％
で
諸
経
費
等
を
含
む

と
50
％
。

◇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営
費

　
２
億
３
４
４
０
万
円

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
運

行
委
託
料
１
億
９
３
５
６

万
８
千
円
と
あ
る
が
、
委

託
先
は
。

教
育
総
務
課
長　

日
東
交
通

と
大
新
東
の
２
社
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
何
台
ず
つ

契
約
し
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

混
乗
バ
ス

２
台
を
日
東
交
通
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
25
台
を
大
新

東
と
契
約
し
て
い
る
。

◇�

白
浜
中
の
体
育
館
照
明

の
L
E
D
化
事
業

１
７
４
７
万
４
千
円

問　

学
校
再
編
の
検
討
中

に
、
こ
の
事
業
の
必
要
が

あ
っ
た
の
か
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

当
時
は

ま
だ
中
学
校
の
位
置
等
は

決
定
決
定
し
て
な
か
っ

た
。
学
校
環
境
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
必
要
性
を
感
じ
工
事
を

行
っ
た
。

◇�

千
倉
中
校
舎
大
規
模
改

修
事
業　
　
　
　
　
　

３
億
８
４
９
６
万
１
千
円

問　

総
事
業
費
と
財
源
内

訳
は
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

３
年
度

と
４
年
度
の
総
事
業
費
５

億
９
６
３
７
万
４
９
０
０

円
。
財
源
は
、
国
庫
補
助

１
億
６
３
７
８
万
千
円
、

地
方
債
２
億
７
５
６
０
万

円
、
基
金
１
億
４
８
１
５

万
５
９
０
０
円
、
一
般
財

源
８
８
３
万
８
千
円
。

白浜中学校体育館の LED照明

千倉中学校
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決
算
審
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◇�
千
倉
地
区
社
会
体
育
施

設
等
整
備
事
業

３
８
５
０
万
円

問　

基
本
設
計
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
選
定
過
程
は
。

生
涯
学
習
課
長　

３
者
か
ら

参
加
表
明
が
出
さ
れ
、
技

術
提
案
書
を
提
出
で
き
る

２
社
を
選
定
。
そ
の
う
ち

１
社
が
辞
退
届
を
出
し
た

の
で
、
最
終
的
に
１
社
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
だ
っ
た
。

◇
市
税
・
不
納
欠
損
額　

１
億
１
２
８
万
２
０
２
１
円

問　

固
定
資
産
税
の
不
納

欠
損
が
前
年
度
の
３
倍
近

い
額
な
の
は
、
な
ぜ
か
。

税
務
課
長　

市
内
ホ
テ
ル

１
施
設
の
所
有
者
の
固
定

資
産
税
滞
納
分
。
令
和
４

年
度
末
で
累
積
し
た
滞
納

額
は
約
８
４
２
９
万
円
。

問　

い
つ
か
ら
滞
納
が

あ
っ
た
の
か
。
差
し
押
さ

え
は
検
討
し
た
の
か
。

税
務
課
長　

平
成
19
年
か

ら
滞
納
し
て
い
た
。
ホ
テ

ル
と
い
う
財
産
が
あ
り
、

差
し
押
さ
え
た
が
、
公
売

に
相
当
な
費
用
が
掛
か

り
、
先
に
抵
当
権
を
設
定

し
た
金
融
機
関
へ
の
配
当

が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
、

市
へ
の
配
当
が
見
込
め
な

い
の
で
、
滞
納
処
分
の
執

行
を
停
止
し
た
。

◇�

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
支
給
事
業

37
万
１
千
円

問　

伴
走
型
支
援
の
充
実

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
取
組
を
し
た
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

出
産
に
当

た
っ
て
の
相
談
、
そ
の
後

の
手
続
に
つ
い
て
面
談
を

実
施
し
て
い
る
。

◇�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
管
理

運
営
事
業　１

５
６
万
３
千
円

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
枚
数
と
率
は
。

市
民
課
長　

令
和
５
年
３

月
末
時
点
で
、
交
付
枚
数

２
万
６
５
３
４
枚
、
交
付

率
73
・
２
％
。

◇�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

事
業　

２
１
９
３
万
８
千
円

問　

相
談
件
数
と
、
生
活

保
護
に
移
行
し
た
人
数
は

ど
う
か
。

社
会
福
祉
課
長　

59
人
が
相

談
を
受
け
、
３
人
が
生
活

保
護
と
な
っ
た
。

◇�

高
齢
者
保
護
福
祉
計
画
等

策
定
事
業

　
２
３
２
万
４
千
円

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
は
。

高
齢
者
支
援
課
長　

介
護
予

防
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
は
２
８
０
０
件
中
２

２
３
２
件
79
・
７
％
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。

　

在
宅
介
護
実
態
調
査
は

１
２
０
０
件
中
８
１
８
件

68
・
２
％
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

調
査
は
１
２
３
件
中
85
件

66
・
４
％
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。

◇
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業

　
７
０
３
万
円

問　

初
任
者
研
修
と
実
務

者
研
修
を
受
け
た
人
数
は
。

高
齢
者
支
援
課
長　

初
任
者

研
修
２
人
、
実
務
者
研
修

は
10
人
。

◇�

地
域
活
力
創
造
産
業
高
度

化
事
業

　
１
９
３
６
万
１
千
円

問　

令
和
４
年
度
こ
の
事

業
は
お
こ
な
っ
て
い
る
の

か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

地

場
産
品
販
路
拡
大
に
向
け

た
取
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
直
近
の
売
上
は
、
令

和
４
年
度
お
お
む
ね
２
０

０
０
万
円
程
度
。
３
年
度

と
比
較
し
て
、
5
0
0
万

円
、
約
30
％
の
増
で
、
継

続
し
て
い
る
。

◇
被
災
住
宅
支
援
事
業

　
７
８
３
万
７
千
円

問　

申
請
と
給
付
の
件
数

は
。

建
設
課
長　

令
和
元
年
度

か
ら
、
2
1
5
2
件
の
申

請
が
あ
り
、
1
7
8
4
件

に
給
付
さ
れ
た
。

マイナンバーカード

収 益 的 収 支
( 営 業 に 関 わ る お 金 )

資 本 的 収 支
( 資 本 の 増 減 )

会　計　名 収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

国保病院事業会計 12 億 5,106 万 9,981 円 7 億 1,808 万 3,378 円 1,850 万 8,000 円 5,922 万 7,866 円

水道事業会計 14 億 5,997 万 2,426 円 14 億 2,566 万 5,989 円 2 億 1,832 万 9,500 円 7 億 3,791 万 1,798 円

令和 4年度公営企業会計決算
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決
算
審
査

◇
自
然
体
験
活
動
推
進
事
業

　
２
２
４
７
万
９
千
円

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

へ
の
委
託
料
だ
が
、
令
和
４

年
度
の
実
績
は
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

平

群
ハ
ブ
を
拠
点
に
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ガ
イ
ド
・
ツ
ア
ー
企

画
・
マ
ル
シ
ェ
な
ど
を
行

い
、
市
内
外
か
ら
の
集
客
が

あ
る
。
木
更
津
市
と
連
携
し

て
、
マ
ッ
プ
作
成
や
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
し
た
。
和
田
町

上
区
の
星
空
保
護
区
認
定

に
向
け
講
演
会
や
勉
強
会

な
ど
を
４
回
実
施
し
た
。

反
対
討
論

　

千
倉
地
区
社
会
体
育
施

設
整
備
事
業
基
本
設
計

3
8
5
0
万
円
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
は

約
１
億
5
0
0
0
万
円
近

く
増
え
て
い
る
。
資
材
費

や
光
熱
水
費
の
高
騰
が
続

い
た
場
合
は
、
建
設
事
業

費
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
説
明
会

の
実
施
と
大
幅
な
見
直
し

を
求
め
る
。
給
食
費
無
償

化
・
子
ど
も
医
療
費
拡

充
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

継
続
を
求
め
て
、
反
対
す

る
。

賛
成
討
論

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
低
所
得
者
へ
の
生
活
支

援
、
市
内
中
小
企
業
等
へ
の

経
済
支
援
な
ど
が
実
施
さ

れ
た
。
小
中
学
校
の
改
修
・

し
尿
処
理
施
設
の
整
備
・
外

房
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
な
ど
、
公
共
施
設
の
再

編
整
備
・
長
寿
命
化
は
、
将

来
の
財
政
負
担
の
低
減
を

図
る
た
め
重
要
な
取
り
組

み
な
の
で
、
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
認
定

◎�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算

問　

窓
口
負
担
が
２
割
に

な
っ
た
件
数
は
。

保
険
年
金
課
長　

１
５
１
０

人
。

反
対
討
論

　

２
割
負
担
の
国
の
方
針

で
今
後
受
診
抑
制
が
起
こ

り
得
る
の
で
、
撤
回
を
求
め

て
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
認
定

◎
国
保
病
院
事
業
会
計
決
算

◎�

滝
田
・
北
三
原
・
南
三
原

財
産
区
特
別
会
計
決
算

　
原
案
ど
お
り
認
定

◎
水
道
事
業
会
計
決
算

◇
有
収
率　
67
・
４
％

問　

漏
水
調
査
の
効
果
は

あ
る
の
か
。

水
道
局
長　

毎
年
、
漏
水

調
査
を
行
い
な
が
ら
、
漏

水
量
も
推
定
し
て
い
る
。

推
定
漏
水
量
と
、
修
繕
費

や
漏
水
調
査
委
託
費
を
比

べ
て
、
十
分
経
済
効
果
は

あ
る
。

　
原
案
ど
お
り
認
定

令和 4年度一般会計決算内訳

歳入
260億9,927万4,699円260億9,927万4,699円

<地方交付税>
101 億 1,094 万 3千円
39%

<地方交付税>
101 億 1,094 万 3千円
39%

<市税 >
40 億
7,247 万 7,515 円
16%

<市税 >
40 億
7,247 万 7,515 円
16%

<市債 >
18 億 7,660 万円
7%

<市債 >
18 億 7,660 万円
7%

<国・県支出金>
44 億 9,977 万
7,261 円
17%

<国・県支出金>
44 億 9,977 万
7,261 円
17%

<繰越金 >
13 億 7,565 万
6,645 円
5%

<繰越金 >
13 億 7,565 万
6,645 円
5%

<その他 >
41 億 6,382 万
278 円
16%

<その他 >
41 億 6,382 万
278 円
16%

歳出
240億6,948万8,097円240億6,948万8,097円

<民生費 >
61 億 1,420 万
5,716 円
25%

<民生費 >
61 億 1,420 万
5,716 円
25%

<総務費 >
33 億 8,931 万 9,401 円
14%

<総務費 >
33 億 8,931 万 9,401 円
14%

<公債費 >
38 億 268 万 3,922 円
16%

<公債費 >
38 億 268 万 3,922 円
16%

<衛生費 >
30 億 6,915 万
3,489 円
13%

<衛生費 >
30 億 6,915 万
3,489 円
13%

<消防費 >
11 億 1,449 万 8,498 円
5%

<消防費 >
11 億 1,449 万 8,498 円
5%

<農林水産業費>
8 億 666 万 2,779 円
3%

<農林水産業費>
8 億 666 万 2,779 円
3%

<土木費 >
8 億 7,400 万
141 円
4%

<土木費 >
8 億 7,400 万
141 円
4%

<商工費 >
15 億 1,990 万
5,568 円
6%

<商工費 >
15 億 1,990 万
5,568 円
6%

<教育費 >
30 億 2,860 万
5,948 円
13%

<教育費 >
30 億 2,860 万
5,948 円
13%

<その他 >
3 億 5,045 万
2,635 円
1%

<その他 >
3 億 5,045 万
2,635 円
1%
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補
正
予
算

問　
令
和
３
年
度
か
ら
５
年

度
の
分
と
比
べ
、
１
１
１
万

円
増
え
て
い
る
。
理
由
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

人
件
費

の
高
騰
な
ど
に
よ
る
。

◇
中
継
施
設
建
設
事
業

６
５
１
万
7
千
円

問　
不
動
産
鑑
定
は
１
者
に

依
頼
す
る
予
定
な
の
か
。

環
境
保
全
課
長　

中
間
山
地

の
休
耕
地
に
な
っ
て
お

り
、
評
価
額
変
動
の
要
因

が
少
な
い
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
１
者
を
予
定
。

◇
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
　
　
１
８
７
万
5
千
円

問　

受
給
者
が
交
付
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
理
由

は
。

地
域
資
源
再
生
課
長　

自
営
す

る
認
定
新
規
就
農
者
１
人

に
年
1
5
0
万
円
、
夫
婦

の
認
定
就
農
者
に
年

2
2
5
万
円
を
交
付
し
て

い
た
。
１
人
は
所
得
要
件

の
限
度
額
3
5
0
万
円
を

超
え
た
。
も
う
一
人
は
農

業
就
業
1
5
0
日
以
上
の

要
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た
。

◇
道
の
駅
総
務
費

５
６
２
万
3
千
円

問　
道
の
駅
三
芳
村
鄙
の
里

大
規
模
改
修
に
伴
う
経
営
継

続
支
援
金
１
４
６
万
3
千
円

は
半
年
分
な
の
か
、
テ
ナ
ン

ト
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

テ

ナ
ン
ト
は
１
者
を
想
定

し
、
６
カ
月
間
を
見
込
ん

で
計
上
。

◇
空
家
等
対
策
事
業１０

０
万
円

問　
所
有
者
不
明
土
地
は
、

建
物
を
解
体
し
た
後
も
所
有

者
不
明
の
ま
ま
に
な
る
の

か
。

建
設
課
長　

裁
判
所
に
財

産
管
理
人
の
予
納
金
を
支

払
う
予
算
。
解
体
後
は
財

産
管
理
人
が
売
却
を
検
討

し
、
不
可
能
な
場
合
は
、

国
庫
へ
帰
属
さ
せ
る
事
務

手
続
き
を
検
討
す
る
。

◇�

大
房
岬
自
然
の
家
管
理
運

営
事
業　　

２
９
５
９
万
円

問　

建
物
自
体
大
分
劣
化

し
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
、

修
繕
す
る
予
定
か
。

市
長　

施
設
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
防
水
工
事
を

す
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

　

9
月
12
日
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
、
9
月
27
日

の
本
会
議
で
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎�一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
6
号
）

◇�
債
務
負
担
行
為
・
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
令
和
６
年
～
８
年
度
）

　
２
億
１
４
５
万
円

令和５年度一般会計補正予算  第６号  第７号令和５年度一般会計補正予算  第６号  第７号

2 億 2,994 万４千円追加2億 2,994 万４千円追加
予算総額 271 億 6,081 万 6千円に予算総額 271 億 6,081 万 6千円に

道の駅三芳村鄙の里

大房岬自然の家
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補
正
予
算

◎�
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

　

2
億
２
２
２
９
万
1
千

円
を
追
加
。

◇�

国
庫
支
出
金
等
過
年
度
返

還
事
業

1
億
９
０
７
９
万
８
千
円

問　
返
還
理
由
は
。

高
齢
者
支
援
課
長　

令
和
４

年
度
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
７
号
）

　
９
月
８
日
の
台
風
第
13
号

の
大
雨
で
被
災
し
た
農
業
用

施
設
・
林
道
・
市
道
・
河
川

の
災
害
復
旧
費
な
ど
１
億
７

１
１
０
万
２
千
円
を
追
加
補

正
。

問　

市
道
和
田
６
号
線
は

来
年
３
月
ま
で
が
工
期
だ
っ

た
が
、
今
回
の
土
砂
崩
れ
で

工
期
は
延
び
る
の
か
。

建
設
環
境
部
長　

令
和
３

年
７
月
に
約
40
ｍ
弱
崩

落
。
そ
の
後
追
加
の
崩
落

が
あ
っ
た
。
今
回
は
、
復

旧
工
事
中
に
約
80
ｍ
崩

落
。
工
法
の
再
検
討
な
ど

も
あ
り
、
工
期
は
１
年
以

上
必
要
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

で
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の

一
時
中
断
等
、
ク
ラ
ス
タ
ー

等
の
発
生
も
あ
り
、
介
護

給
付
費
が
減
っ
た
た
め
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

国
保
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

◇
検
体
検
査
委
託
料７９

２
万
円

問　
検
査
の
委
託
は
、
何
件

分
を
実
施
す
る
予
定
か
。

富
山
国
保
病
院
事
務
長　

件
数

は
不
明
。
こ
れ
ま
で
外
部

の
検
体
検
査
は
17
～
20
万

円
だ
っ
た
が
、
７
月
分
は

約
85
万
円
の
請
求
と
な

る
。
今
後
は
月
約
80
万
円

×
消
費
税
の
増
額
を
見
込

ん
だ
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

◇
浄
水
設
備
費49

9
万
4
千
円

問　
現
在
１
台
で
稼
働
中
の

白
浜
浄
水
場
の
河
川
取
水
ポ

ン
プ
は
、
い
つ
頃
２
台
で
稼

働
で
き
る
見
込
み
か
。

水
道
局
長　

ポ
ン
プ
の
製

造
が
約
３
カ
月
か
か
る
の

で
、
本
予
算
が
と
お
り
次

第
発
注
し
、
年
内
の
完
成

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

取水設備

台風被害を受けた市道千倉４号線 和田 6号線の崩落箇所
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吉田　年和議員

一
般
質
問

か
っ
た
が
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
南

房
総
・
館
山
の
場
合
は
、

区
域
運
行
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
利
用
で
き
な
か
っ
た
増
間

や
海
老
敷
、
山
名
な
ど
の

地
域
全
体
を
カ
バ
ー
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
路
線

バ
ス
よ
り
利
用
で
き
る
対

象
の
方
が
多
く
な
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

交
通
空
白
地
域
の

実
証
運
行

問
公
共
交
通
で
あ
っ
た

平
群
線
で
以
前
に
要

し
た
費
用
と
、
チ
ョ
イ
ソ
コ

南
房
総
・
館
山
に
か
か
る

費
用
を
比
較
し
た
場
合
、

ど
う
な
の
か
。

総
務
部
長
チ
ョ
イ
ソ
コ

南
房
総
・

館
山
の
年
間
の
負
担
額
は
、

館
山
市
と
合
わ
せ
て

1
4
1
6
万
円
を
想
定
し

て
い
る
が
、
本
格
運
行
後

は
国
か
ら
の
補
助
金
が
あ

る
の
で
、
実
際
の
負
担
額

は
平
群
線
よ
り
も
減
少
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
運
行
し
て
い

た
平
群
線
は
路
線
運
行

だ
っ
た
た
め
、
バ
ス
停
か
ら

近
い
方
し
か
利
用
で
き
な

富
山
国
保
病
院

問
医
師
と
検
査
技
師
は

派
遣
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
理
学
療
法

士
は
派
遣
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。

市
長
理
学
療
法
士
は
、

現
在
、
派
遣
を
受

け
て
い
な
い
。

問
51
床
の
病
床
を
社
会

福
祉
法
人
太
陽
会
に

移
管
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、
１
年
か
け
て
住

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す

の
か
。
ま
た
、
病
床
移
管

を
判
断
す
る
に
当
た
り
、
一

番
重
要
な
問
題
は
ど
こ
と

捉
え
る
か
。
住
民
の
声
な

の
か
、
経
常
損
益
な
の
か
、

そ
れ
以
外
に
ま
た
何
か
あ

る
の
か
。

市
長
令
和
９
年
の
新
病

棟
の
開
設
が
目
標

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
１
つ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

い
つ
判
断
す
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
明
確
に
決
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

重
視
す
る
も
の
は
、
あ

く
ま
で
も
今
後
の
経
営
予

測
で
あ
る
。

病
床
統
合
を
い
つ
ま
で
に
結
論
を
出
す
の
か

明
確
に
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

日々治療にあたる医療従事者

8 人の議員が市政を質す
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質
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髙倉かつ江議員

等
で
、
出
店
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
状
況
。

問
借
手
の
相
談
窓
口

は
。

商
工
観
光
部
長
南
房
総

市
観
光

協
会
に
委
託
し
て
い
る
。

問
借
手
は
花か

き卉
生
産

者
以
外
に
他
業
種

の
使
用
は
可
能
か
。

商
工
観
光
部
長
花か

き卉
生

産
者
に

限
ら
ず
、
各
産
業
の
生
産

品
や
土
産
物
を
扱
う
個
人

ま
た
は
団
体
の
借
用
が
可

能
と
考
え
て
い
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
地
域

課
題問

Ｍ
Ｃ
Ｒ
を
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

市
長
市
で
は
、
市
民
か

ら
の
要
望
な
ど

は
、
区
長
要
望
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
各
課
へ
の
問
合

せ
、
市
長
へ
の
手
紙
な
ど

で
対
応
。

　

区
長
要
望
と
の
兼
ね
合

い
や
優
先
度
な
ど
、
検
討
・

調
整
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。

問
区
長
制
度
に
代
わ

る
シ
ス
テ
ム
は
。

総
務
部
長
現
在
運
用

し
て
い
る

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト
ッ
プ
画

面
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
各
課
へ
の
問
合
せ
へ
の

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
設
け
る

な
ど
の
方
法
も
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登

録
者
数
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
、
最
善
の
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

花
即
売
場
の
管
理

問
年
単
位
で
借
用
す
る

場
合
の
手
続
き
は
。

市
長
借
用
相
談
を
し
、

出
店
届
等
の
提

出
、
審
査
を
経
て
許
可
書

を
交
付
す
る
。

問
空
き
店
舗
の
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
施
設
の
老
朽
化
が

進
み
、
不
具
合
が

生
じ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
今
後
の
施
設
の
利

活
用
方
針
を
検
討
す
る
中

で
、
修
繕
や
改
修
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
借
手
を
探
す
努
力
は

し
て
い
る
か
。

市
長
出
店
依
頼
を
行
っ

て
き
た
が
、
出
店

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

白
間
津
花
即
売
場
を
借
用
す
る
際
の
手
続
き
は

借
用
相
談
し
出
店
届
等
提
出
、
審
査
後
許
可
書
を
交
付

白間津花即売場実証実験のイベントの様子

市公式 LINE

ＭＣＲ（My City Report）は、市民が街の不具合（道路損傷など）を見つけた際、情報
通信技術を使い、報告することで、市民・市役所の間で課題を共有し、効率的に解決す
ることを目指す仕組み。
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林　　克治議員

か
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
判

断
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現

時
点
で
は
、
把
握
の
有
無

の
必
要
性
は
感
じ
て
い
な

い
。問

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

制
度
の
必
要
性
は
感

じ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
部
長
補
助
制
度

の
必
要
性

は
、
国
・
県
な
ど
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

て
い
な
い
世
帯
で
熱

中
症
等
に
よ
り
最
悪
な
結

果
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
場

合
、
市
は
ど
う
受
け
止
め

る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
最
悪
の
結

果
を
生
む

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
現
在

も
行
っ
て
い
る
、
防
災
行
政

無
線
や
安
心
安
全
メ
ー
ル

の
配
信
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
等
で
熱
中
症
予
防
に
関

す
る
普
及
啓
発
活
動
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
エ
ア
コ
ン
は
生
活
必

需
品
と
考
え
る
が
、

エ
ア
コ
ン
設
置
有
無
の
把

握
の
必
要
性
は
感
じ
な
い

か
。保

健
福
祉
部
長
エ
ア
コ
ン

が
生
活

必
需
品
と
考
え
る
か
ど
う

エ
ア
コ
ン
の
設
置
状

況
と
購
入
費
補
助

問
生
活
保
護
世
帯
で
高

齢
者
世
帯
の
エ
ア
コ

ン
未
設
置
の
世
帯
数
を
把

握
し
て
い
る
か
。

市
長
把
握
し
て
い
な
い
。

問
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
総
数
は
。

保
健
福
祉
部
長
令
和
５
年

４
月
１
日

現
在
で
2
8
9
世
帯
。

問
生
活
保
護
世
帯
の
エ

ア
コ
ン
の
設
置
状
況

の
把
握
を
行
っ
て
い
な
い
理

由
は
。

保
健
福
祉
部
長
調
査
項
目

に
入
っ
て

い
な
い
た
め
。

問
高
齢
者
世
帯
、
高
齢

単
身
世
帯
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
状
況
を
把
握
し

て
い
な
い
理
由
は
。

保
健
福
祉
部
長
令
和
５
年

４
月
１
日

現
在
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
が
3
1
9
7
世
帯
、
高

齢
者
の
単
身
世
帯
が

4
5
3
0
世
帯
、
合
わ
せ

て
7
7
2
7
世
帯
と
な
り
、

対
象
世
帯
数
が
多
い
の
で

把
握
し
き
れ
な
い
。

問
市
内
で
の
熱
中
症
の

報
告
の
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長
安
房
消
防

に
よ
る
と

令
和
５
年
度
は
８
月
27
日

現
在
19
件
。
令
和
４
年
度

は
23
件
。

問
熱
中
症
に
よ
る
死
亡

事
例
の
報
告
は
。

保
健
福
祉
部
長
令
和
４
年

度
に
1

件
あ
っ
た
。

エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
の
導
入
の
考
え
は
あ
る
か

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
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木曽　貴夫議員

本
人
は
、
特
に
困
り
ご
と

も
な
く
、
訪
問
等
に
対
し

て
拒
否
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
長
期
化
す
る
と
、
自

立
に
向
け
た
支
援
が
困
難

に
な
る
こ
と
、
引
き
こ
も
り

に
至
っ
た
き
っ
か
け
や
期
間

な
ど
は
、
家
族
関
係
や
社

会
環
境
な
ど
複
雑
多
岐
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解

決
方
法
が
大
変
難
し
い
。

問
独
自
の
対
策
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

市
長
庁
内
関
係
各
課
や

引
き
こ
も
り
支
援

に
取
り
組
む
外
部
の
関
係

機
関
で
情
報
を
共
有
す
る

ひ
き
こ
も
り
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
設
置
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

学
童
保
育
事
業

問
全
国
的
に
学
童
保
育

所
の
待
機
児
童
が

増
加
し
て
い
る
が
、
市
の

現
状
は
。

教
育
長
市
に
は
、
公
設

５
カ
所
、
民
設

４
カ
所
の
学
童
保
育
所
が

あ
る
。
８
月
末
現
在
、
待

機
児
童
は
い
な
い
。

問
運
営
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
問
題
、
課

題
が
あ
る
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る

か
。教

育
長
公
設
の
学
童
保

育
は
運
営
を
民

間
に
委
託
し
て
い
る
が
、
問

題
、
課
題
等
の
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。
民
設
の
学
童

保
育
所
に
つ
い
て
も
問
題

等
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
在
籍
し
て
い
る

児
童
の
多
様
化
に
よ
り
、
一

律
に
対
応
す
る
こ
と
が
難

し
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
様
々
な
問
題
を
抱
え

る
児
童
の
保
育
に
対
応
す

る
た
め
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
研
修
等
の
機
会
を

設
け
、
力
量
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
対
策

問
市
内
の
引
き
こ
も
り

の
人
数
は
。

市
長
令
和
３
年
度
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
63
人
。

問
市
へ
の
相
談
件
数

は
。
ま
た
相
談
内
容

は
。

市
長
令
和
４
年
度
は
25

件
。
内
容
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
就

労
支
援
な
ど
。

問
引
き
こ
も
り
対
策
の

課
題
や
問
題
点
は
。

市
長
引
き
こ
も
り
は
デ

リ
ケ
ー
ト
な
問
題

な
の
で
、
な
か
な
か
表
面

化
し
な
い
こ
と
や
、
当
事
者

引
き
こ
も
り
対
策
の
課
題
や
問
題
点
は

家
族
関
係
や
社
会
環
境
な
ど
解
決
方
法
が
難
し
い
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補聴器

AED

川上　廣行議員

高
齢
者
支
援
対
策

問
健
康
寿
命
を
阻
害
す

る
加
齢
性
難
聴
に
対

し
て
の
認
識
は
。

市
長
超
高
齢
社
会
に
お

け
る
問
題
の
1
つ

と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

問
聞
こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
作
成
の
考
え

は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
日
本
補
聴

器
工
業
会

A
E
D
自
動
体
外
式

除
細
動
器
の
使
用
等

問
A
E
D
の
設
置
状
況

及
び
管
理
体
制
は
。

市
長
公
共
施
設
な
ど
51

か
所
に
設
置
し
、

A
E
D
設
置
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
周
知
し
、
管
理
体

制
と
し
て
は
、
定
期
的
に
本

体
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
電
極

パ
ッ
ド
の
交
換
し
て
い
る
。

問
女
性
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
や
受
傷
し

た
部
位
を
保
護
す
る
目
的

に
て
、
A
E
D
収
納
箱
に

三
角
巾
を
配
備
す
る
考
え

は
な
い
か
。

総
務
部
長
性
別
問
わ

ず
迅
速
な

救
助
活
動
に
つ
な
が
る
た

め
、
今
後
三
角
巾
の
配
備

を
検
討
す
る
。

が
作
成
し
て
い
る
も
の
で
、

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

問
加
齢
性
難
聴
の
補
聴

器
購
入
費
を
補
助

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
国
・
県
の
動
向
や

県
内
の
自
治
体
の

実
施
状
況
を
参
考
と
し
検

討
す
る
。

問
あ
ら
ゆ
る
緊
急
時
に

市
民
が
ス
ム
ー
ズ
に

A
E
D
を
探
す
事
が
出
来

る
様
、
W
E
B
版
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で

A
E
D
の
み
の
マ
ッ
プ
追

加
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
検
索
し
や

す
い
マ
ッ

プ
の
導
入
を
検
討
す
る
。

問
市
民
へ
の
周
知
は
ど

う
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
公
共
施
設
で
は
玄

関
や
ロ
ビ
ー
の
目

立
つ
場
所
に
設
置
し
、

A
E
D
設
置
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
周
知
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て
い

る
。問

市
民
の
認
知
度
の
評

価
は
。

市
民
生
活
部
長
必
ず
し
も

十
分
で
は

な
い
た
め
、
今
後
は
各
地

区
の
行
政
連
絡
協
議
会
に

お
い
て
A
E
D
設
置
場
所

の
検
索
の
仕
方
や
、
使
用

方
法
に
つ
い
て
周
知
す
る
。

問
A
E
D
購
入
支
援

補
助
は
あ
る
の
か
。

市
長
各
行
政
区
等
で
組

織
す
る
自
主
防
災

組
織
に
対
し
自
主
防
災
組

織
補
助
金
に
よ
り
A
E
D

機
器
購
入
費
用
の
一
部
を
支

援
し
て
い
る
。

問
事
業
所
に
対
し
補
助

制
度
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
今
後
、
県

の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
支
援
　
加
齢
性
難
聴
へ
の
対
策
は

国
・
県
・
県
内
自
治
体
の
状
況
を
参
考
と
し
検
討
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安田美由貴議員

一
般
質
問

イ
ン
ボ
イ
ス

問
国
に
制
度
の
中
止
を

働
き
か
け
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長
国
で
十
分
議
論
が

さ
れ
導
入
を
決
め

た
の
で
、
働
き
か
け
る
考
え

は
な
い
。

問
市
と
契
約
す
る
業
者

が
、
下
請
の
消
費
税

額
を
負
う
と
、
公
共
工
事

費
は
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。総

務
部
長
公
共
事
業
へ

の
影
響
は

な
い
。

問
働
く
高
齢
者
が
イ
ン

ボ
イ
ス
を
登
録
し
な

い
場
合
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
負
担

す
る
消
費
税
額
は
、
い
く

ら
か
。

思
う
。

紙
の
保
険
証
と

マ
イ
ナ
保
険
証

問
紙
の
保
険
証
の
廃
止

は
撤
回
す
べ
き
で

は
。市

長
国
の
動
き
を
注
視

す
る
。

問
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
問
題

が
何
件
生
じ
た
の
か
。

市
長
後
期
高
齢
者
医
療

の
負
担
割
合
の
問

い
合
わ
せ
２
件
を
広
域
連

合
に
報
告
し
た
。

問
負
担
割
合
が
違
っ
た

の
か
。

市
民
生
活
部
長
紙
の
保
険

証
と
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
画
面
に
表

示
さ
れ
た
負
担
割
合
が

違
っ
た
。

国
保
病
院
の
病
床
統
合

問
令
和
２
年
２
月
の
一

般
質
問
で
私
は
「
経

営
統
合
の
予
定
は
あ
る
の

か
」
質
し
、
市
長
は
「
各

病
院
は
独
立
し
た
経
営
を

行
う
」
と
答
え
た
。

　

今
回
の
答
弁
で
は
「
水

面
下
で
協
議
し
て
い
た
」
こ

と
に
な
る
。
こ
の
違
い
は

何
か
。

市
長
令
和
元
年
の
終
わ

り
頃
、
方
向
性
の

話
題
を
太
陽
会
の
理
事
長

が
口
に
し
た
程
度
。
病
床
統

合
の
協
議
は
、
今
日
ま
で
断

続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

問
地
域
医
療
連
携
推

進
法
人
は
、
医
薬
品

等
の
共
同
購
入

や
人
材
派
遣
を

目
的
に
で
き
た

が
、
派
遣
が
ま

ま
な
ら
な
い
。

話
が
違
わ
な
い

か
。市

長
社
会
情

勢
な
ど

で
、
太
陽
会
も

十
分
な
人
材
を

確
保
で
き
る
と

言
い
切
れ
な
い
と

令
和
元
年
度
に
は
経
営
統
合
の
話
が
あ
っ
た
の
で
は

令
和
元
年
の
終
わ
り
頃
に
俎そ

じ
ょ
う上
に
あ
が
っ
た

保
健
福
祉
部
長
今
年
度
は

21
万
５
千

円
の
見
込
み
。

低
空
飛
行
訓
練

問
自
衛
隊
機
や
米
軍

機
に
よ
る
飛
行
訓

練
の
回
数
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

市
長
昨
年
度
、
自
衛
隊

ヘ
リ
の
離
着
陸
訓

練
は
11
回
。
米
軍
機
の
訓

練
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

学
校
給
食
の
無
償
化

問
第
１
子
か
ら
無
償
と

す
る
考
え
は
な
い

か
。教

育
長
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
、
子
育

て
支
援
等
の
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
第
１
子
か
ら
無

償
と
す
る
考
え
は
な
い
。

　学校給食

紙の保険証

見 本
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一
般
質
問

小川　伸二議員

白
浜
・
千
倉　
両
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
廃
止

問
令
和
９
年
度
か
ら
両

セ
ン
タ
ー
を
廃
止

し
、
外
房
地
区
の
持
込
み

施
設
は
１
カ
所
（
千
倉
宇

田
区
）
の
み
の
計
画
と
し

た
理
由
は
何
か
。

建
設
環
境
部
長
２
カ
所
の

セ
ン
タ
ー

を
新
た
に
富
山
地
区
に
整

備
す
る
中
継
施
設
に
集
約

し
経
費
削
減
を
す
る
た
め
。

ま
た
、
千
倉
セ
ン
タ
ー
は
、

地
元
区
（
岡
瀬
田
区
）
と

の
協
定
に
よ
り
稼
働
期
限

が
迫
っ
て
い
る
た
め
継
続
が

難
し
い
。白
浜
セ
ン
タ
ー
は
、

外
房
地
区
全
体
を
検
討
し

た
結
果
、
地
域
内
の
最
南

端
に
位
置
し
て
い
る
た
め

適
地
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

問
白
浜
地
区
住
民
と
す

れ
ば
、
客
観
的
に
見

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
が
、
市
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

建
設
環
境
部
長
外
房
地
区

自
己
搬

入
施
設
は
、
人
口
の
重
心
、

接
道
状
況
、
法
的
規
制
の

有
無
、
既
存
施
設
へ
の
搬

入
時
間
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
や
経
済
性
な
ど

も
考
慮
し
た
上
で
、
今
回

の
候
補
地
、
宇
田
地
区
を

適
地
と
し
て
選
定
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
ご
理
解
頂

き
た
い
。

問
白
浜
清
掃
セ
ン
タ
ー

跡
地
の
収
集
事
業

者
な
ど
の
民
間
活
用
は
可

能
か
。

建
設
環
境
部
長
廃
棄
物
の

処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に

則
っ
た
運
用
が
行
わ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
現
時
点
に
お
い

て
は
賃
貸
借
等
を
制
限
す

る
理
由
は
な
い
。

問
当
市
や
房
総
半
島
の

地
形
か
ら
、
特
に
白

浜
地
区
は
最
南
端
の
た
め
、

ど
う
し
て
も
不
利
益
を
受

け
や
す
い
。
最
南
端
に
こ

そ
、
と
い
う
文
脈
の
ま
ち

づ
く
り
も
望
ま
れ
て
い
る

と
思
う
。
市
長
か
ら
言
葉

が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

市
長
南
端
で
あ
る
白
浜

地
区
に
観
光
客
や

訪
問
客
の
方
々
が
訪
れ
ら

れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
、

い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ワ
ー
効
果

（
※
）
の
視
点
も
持
ち
続
け

外
房
地
区
の
ご
み
持
込
み
施
設
に
つ
い
て

千
倉
地
区
宇
田
エ
リ
ア
に
新
規
建
設
す
る
計
画て

い
き
た
い
、
引
き
続
き

各
地
域
の
振
興
を
真
剣
に

ま
た
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

※�

シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
上
か
ら

下
、
ま
た
は
下
か
ら
上
の
人

流
を
作
る
効
果

白浜清掃センター

千倉清掃センター
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一
般
質
問

佐藤喜久雄議員

富
山
国
保
病
院
の
病
床

統
合問

太
陽
会
と
病
床
統
合

を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
経
緯
は
。

市
長
令
和
元
年
に
社
会

福
祉
法
人
太
陽
会

側
か
ら
話
が
あ
り
協
議
の

俎そ
じ
ょ
う上
に
上
が
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
令
和
２
年
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
が
重
点
事
項
と

な
っ
た
た
め
保
留
状
態
と

な
っ
た
が
、
断
続
的
に
病
床

統
合
に
関
す
る
課
題
整
理

が
行
わ
れ
て
き
た
。

問
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
問

題
は
有
識
者
を
集

め
、
様
々
な
角
度
か
ら
意

見
調
整
を
図
る
こ
と
が
普

通
で
は
な
い
か
。

市
長
富
山
国
保
病
院
運

営
協
議
会
の
審
議

検
討
を
通
じ
て
、
今
後
の

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
令
和
４
年
度
剰
余
資

金
が
13
億
５
千
万

円
ほ
ど
あ
る
の
に
、
何
故

そ
ん
な
に
短
期
間
に
病
床

統
合
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

国
保
病
院
事
務
長
病
院
建

物
の
老

朽
化
が
あ
り
、
耐
用
年
数

も
残
り
４
年
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
今
後
の
あ
り
方
を

早
急
に
決
定
す
る
必
要
が

あ
る
。

問
仮
に
将
来
、
病
床
統

合
を
行
う
に
し
て

も
、
も
う
少
し
長
期
的
な

計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
拙
速
な
判
断
を
す

べ
き
で
は
な
い
の

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
将
来

展
望
、
将
来
構
想
の
中
で

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
安
房
医
療
福

祉
専
門
学
校
南
房
総

校
の
開
校

問
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
、
避
難
指
示
が

出
さ
れ
た
際
に
は
、
即
座

に
学
校
を
開
放
し
３
階
に

逃
げ
ら
れ
る
よ
う
太
陽
会

と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
重

要
で
は
。

市
民
生
活
部
長
今
後
太
陽

会
と
一
時

避
難
場
所
と
し
て
の
開
放

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問
今
、
目
の
前
に
あ
る

学
校
を
、
津
波
の
際

の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
住

民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
、

太
陽
会
と
の
病
床
統
合
の
計
画
は

将
来
展
望
・
将
来
構
想
の
中
で
結
論
を
出
し
て
い
く

少
し
だ
け
整
備
し
て
も
ら

え
な
い
か
。

市
長
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
問
題
、
そ
の
他

技
術
的
な
問
題
も
あ
る
の

で
、こ
う
し
た
こ
と
も
含
め
、

太
陽
会
と
協
議
し
て
い
く
。

旧嶺南中学校和田校舎

富山国保病院
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議
案
審
査

議 案 審 査

　

９
月
11
日
、
総
務
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎�

契
約
の
締
結

　
�（

南
房
総
市
総
合
加
工
施

設
建
設
事
業
（
建
築
工

事
・
電
気
設
備
工
事
・

機
械
設
備
工
事
））

問　

工
事
費
11
億
８
９
９

８
万
円
の
財
源
内
訳
は
。

地
域
資
源
再
生
課
長　

地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
５
億

円
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

分
の
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
繰
入
金
３
８
０

１
万
７
千
円
（
予
算
額
）。

合
併
特
例
債
７
億
２
０
０
９

万
円
。

問　

合
併
特
例
債
は
ま
だ

使
え
る
の
か
。

総合加工施設建設事業
工事費　１１億８，９９８万円

総
務

千倉中学校校庭

企業版ふるさと納税を募集中

企
画
財
政
課
長　

令
和
７
年

度
ま
で
起
債
が
可
能
。

問　

年
間
の
維
持
管
理
費

は
、
ど
の
く
ら
い
か
か
る

予
定
な
の
か
。

地
域
資
源
再
生
課
長　

施
設
の

販
売
管
理
費
と
し
て
、
年
間

約
８
千
万
円
を
想
定
し
て
い

る
。

問　

総
合
加
工
施
設
を
造

る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な

戦
略
を
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
資
源
再
生
課
長　

生
産
し

た
商
品
の
販
売
で
、
道
の
駅

の
魅
力
の
向
上
を
図
り
交
流

人
口
増
を
目
指
す
。

　

農
産
物
加
工
原
料
の
買
い

取
り
や
、
傷
物
ビ
ワ
の
買
い

取
り
加
工
の
仕
組
み
を
、
他

の
産
品
ま
で
拡
げ
て
、
地
域

内
流
通
の
拡
大
や
、
地
域
外

販
売
で
農
業
者
の
所
得
向
上

を
目
指
す
。

  ◎�
契
約
の
締
結

　

�（
南
房
総
市
立
千
倉
中
学

校
校
庭
整
備
工
事
）

問　

具
体
的
に
は
、
ど
う

い
っ
た
工
事
に
な
る
か
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

校
庭
の

改
修
内
容
は
緑
色
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
舗
装
・
野
球
場

の
黒
土
混
合
土
舗
装
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
砂
入
り
人
工
芝

舗
装
。
そ
の
他
外
周
フ
ェ
ン

ス
な
ど
を
改
修
す
る
。

◎�一
般
職
職
員
給
与
条
例

の
一
部
改
正

　

�

防
疫
手
当
の
特
例
を
廃

止
し
、
同
様
の
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
。

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
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議
案
審
査

議 案 審 査

産
業

　

９
月
７
日
、
産
業
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎�

財
産
の
取
得
（
中
継
施
設

建
設
事
業
用
地
）

問　

地
価
１
㎡
当
た
り
２

６
５
０
円
だ
が
こ
の
金
額

は
妥
当
か
。

環
境
保
全
課
長　

購
入
予
定

の
土
地
を
適
正
に
評
価
す

る
た
め
、
２
者
に
不
動
産

鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
で

あ
る
。

問　

５
人
の
地
権
者
と
も

了
解
し
た
の
か
。

環
境
保
全
課
長　

交
渉
の
段

階
で
不
満
等
は
な
か
っ
た
。

  ◎�

三
芳
畜
産
環
境
保
全
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
条
例

問　
指
定
管
理
の
期
間
を
、

な
ぜ
10
年
か
ら
５
年
に
し

検儀谷の中継施設建設用地
3,071万9,779円で取得

中継施設の建設予定地（イメージ図）

南房総市水処理センター

た
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

指
定
管
理

者
制
度
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

原
則
５
年
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。

問　

ど
こ
の
団
体
が
事
業

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

三
芳
村
家

畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
等
共

同
利
用
組
合
に
管
理
を
委

託
し
て
い
る
。

◎�

企
業
職
員
の
給
与
基
準

条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
の
改

正
に
伴
い
、
特
定
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の

実
施
の
た
め
派
遣
さ
れ
た

職
員
に
対
す
る
派
遣
手
当

を
規
定
。

◎�

令
和
４
年
度
南
房
総
市

水
道
事
業
会
計
未
処
分

利
益
余
剰
金
の
処
分

　

令
和
４
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
１
０
９
３
万
６

６
０
６
円
を
令
和
５
年
度

の
自
己
資
本
金
に
組
み
入

れ
る
。

◎�

南
房
総
市
と
鋸
南
町
の

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
処
理

事
務
委
託
の
協
議

　

令
和
６
年
１
月
か
ら
鋸

南
町
で
収
集
さ
れ
た
、
し

尿
と
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理

を
三
芳
地
区
の
南
房
総
市

水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。

◎�

鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合

規
約
の
一
部
改
正
の
協
議

　

南
房
総
市
水
処
理
セ
ン

タ
ー
が
稼
働
開
始
す
る
こ

と
に
伴
い
、
組
合
が
し
尿

処
理
を
行
わ
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、
鋸
南
地
区
環
境

衛
生
組
合
規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

鋸
南
町
と
協
議
す
る
に
当

た
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
。

　
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
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市
民
の
声

　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木２８番地　
　　　　　　　議会広報編集特別委員会　TEL 0470 − 33 − 1111　FAX 0470 − 20 − 4595

　　　　

　石井裕市長は、６月と９月の一般質問で、富山国保
病院の運営に関する今後の方向性を、次のとおり示し
ました。
①�令和 9 年 3 月末に、すべての病床を安房地域医療

センターへ移管する。
②夜間救急は廃止し、無床の診療所にする。
③病院職員は、整理解雇する。
　私は、このことを知り、大変驚きました。長年、地
域医療を支え、新型コロナウイルス感染症の専門病院
として頑張ってきた病院を廃止する方向性を市長が示
すとは、夢にも思わなかったからです。
　誰でも、病気やケガをすれば病院に行きます。近く
に夜間救急を受け入れてくれる病院があれば、地元の
住民としても安心です。
　富山国保病院は、大変、評判が良く、公立病院だか
ら市民に寄り添った医療を提供してもらえます。
　「富山国保病院を廃止してはならない！」と有志で
市民団体を立ち上げ、存続と充実を求める署名を集め
ています。住民の意見を尊重した市政を要望します。

小
こ ば や し

林　　昇
のぼる

さん

未来を担う若人が夢を育む富山国保病院は地域の宝
街づくりを！

　街づくりは、人づくりからではないでしょうか。
　若い人が郷土を愛し、郷土に残り、生きようとす
る魅力ある街づくりは、立派な先人たちの生き様を
学ぶことに心を向けることが大切だと思います。
　房州には、手本となる偉大な宗教家や政治家、教
育者や文学者また実業家等、学ぶべき先人たちがた
くさんおります。私もそのような方々から多くのこと
を学んできました。
　例えば、旧制安房中、現安房高校から京大を経て
政治家となり、戦後の日本の復興に貢献し、大蔵大
臣として五期も国政に携わった水田三喜男先生も房
州の偉大な先人であり、「国づくりは人づくりから」「そ
の功績は日本経済の礎となった」と伝記の表紙に記
されております。
　私は、日本が戦争を始めた昭和の時代に少年期を
過ごし、青年期には海軍予科練で訓練を受け、敗戦
後は東京で国際英語学校を立ち上げ、房州に移住し
青少年への教育とブライダルに生涯を捧げてまいり
ました。
　これからの未来を担う若人たちが夢を持てる社会
になるよう期待します。

中
な か も り

森　　博
ひろし

さん
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

9月〇日（〇）
9月定例会は

11月30日（木）
12月定例会は

午前10時から
予定しています

市役所2階で住所・氏名・
年齢を書くだけです。

議会だより

発行／千葉県南房総市議会　　編集／議会広報編集特別委員会　　発行責任者／南房総市議会議長
〒299-2492　千葉県南房総市富浦町青木28番地　TEL.0470-33-1111　FAX.0470-20-4595

第 6 号
平成19年11月8日

第 6 号
平成19年11月8日

　
安
芸
高
田
市
が
熱
い
。
銀
行
マ
ン
が
37
歳
で
市

長
と
な
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
議
会
に
新
風
を
吹

き
込
み
市
民
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
も
注
目
を
浴

び
る
存
在
と
な
っ
た
。

　YouTube

で
配
信
さ
れ
る
動
画
を
見
て
も
議

員
側
に
見
苦
し
い
場
面
が
多
く
、
未
来
が
描
け
て

い
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

　
日
本
全
国
人
口
減
少
待
っ
た
な
し
の
今
、
や
る

こ
と
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
執

行
部
と
議
員
で
真
剣
に
議
論
し
、
次
の
世
代
に
何

を
残
せ
る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
人
口
を
維
持
し
て

い
く
の
か
。

　
舵
取
り
は
難
し
い
が
私
た
ち
の
責
任
と
し
て

し
っ
か
り
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼

南房総市議会YouTubeチャン
ネルでライブ・録画配信していま
す。スマホでも視聴できます。

からご覧くださ
い。（配信期間は
約2カ月です。）


